
　プラスチックは私たちの身の回りにある製品に

たくさん使用され、今では、金属、セラミックス、

木材などとともに重要な生活資材となっています。

軽量で強い、腐食しない、加工性に富むなどの特長

があり、様々な形状の製品を大量に生産できます。

　しかし、大量のプラスチックが使用されてきた

ため、原料である石油の枯渇や、廃棄物の埋立地の

不足、焼却にともなう二酸化炭素の排出による地

球温暖化などが問題になりました。そこで、再利

用、再資源化を図るだけでなく、石油の消費を少な

くし、環境への負荷を抑えた循環型社会を目指し

た取り組みが重要になってきました。その一つと

して、土中や水中で微生物により分解される生分

解性プラスチックや、植物などのバイオマスを由

来とするプラスチックが注目されています。

　生分解性プラスチックは、まず廃棄物問題の解

決策として、使用後の回収が困難な農業、土木分野

や、性能がそれほど要求されない包装材などを主

用途として利用されてきました。一方、電気、電子

といった工業分野での利用も検討されています。

工業分野では、生分解性よりも、植物を由来とする

利点や機械的あるいは熱的物性が重視され、ポリ

乳酸がパソコン・電気製品の筐体や自動車の内装品

に一部採用されています。ただ現状では、そのま

まで製品に使用するには多くの課題があります。

たとえば、従来のプラスチックに代替するだけの

性能、機能、信頼性を有していない、成形に既存の

加工技術がそのまま適用できない、などがあげら

れます。

　当研究室では、上記の課題解決に向け、環境に配

慮したプラスチック技術に関する研究に取り組ん

でいます。具体的には、リアクティブプロセッシ

ング法を用いたポリ乳酸の脆さの改善、粘土との

ナノコンポジット化による生分解性プラスチック

の強度の向上、材料への難燃性の付与や着色化、未

利用のバイオマス材料とのブレンドなど、材料に

関する研究を進めています。さらに、製品の成形

時に生じる様々な課題に対応できるよう、材料の

成形性や加工技術についても検討しています。ご

興味をお持ちの皆様からのご連絡をお待ちしてい

ます。

　また、有機、高分子材料、プラスチックに関する

技術相談、依頼試験も実施していますので、ご利用

ください。

（有機材料研究室長　平野　幸治）
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　当所のコア技術「電子機器の信頼性評価と環境対

応技術」では、振動試験、温湿度試験、電磁ノイズ

試験などにおける効率的な信頼性評価システムを

構築し、故障解析技術と対策技術の向上を図るこ

とを目標としています。今回は振動試験の中の衝

撃試験について解説します。

　製品が輸送中に不注意や乱雑な取り扱いのため

製品を壁にぶつけられたり、床に落とされたりす

ることがあります。このとき製品には非常に短い

時間ですが強い衝撃が加わり、これが原因で不具

合が起きたり破損したりする場合があります。ま

た、プレス機などの直線往復運動をする装置の周

辺機器にも同様な衝撃が加わり、制御装置などの

精密電子機器が不具合を起こす場合があります。

このため、精密機器や電気製品では、流通過程や使

用環境で被ると予想される衝撃を十分考慮した梱

包設計や製品設計を行う必要があります。頻度は

低いが、強い衝撃を受ける製品や部分に、実際に受

けるのと同じレベルの衝撃を加えて信頼性の向上

を図る、あるいは品質管理の手段として衝撃試験

が行われます。

　電気・電子機器に対して衝撃を加える試験方法と

して、ＪＩＳには環境試験方法－電気・電子－衝撃試験

方法があります。これは規定のピーク加速度およ

び作用時間のパルス波形を試験機上で発生させて、

衝撃を製品や部品などに加える試験方法です。そ

の他には、自然落下試験・スプリングハンマ衝撃試

験があります。自然落下試験は取扱中に生じる落

下の再現を意図しており、一定の高さから落下さ

せる自由落下試験です。スプリングハンマ試験は

スプリングで動作するハンマがついている手持ち

式試験機を使用して、試験品に衝撃を加える試験

です。自然落下試験は比較的簡単に行うことがで

きますが、定量的な試験が困難で簡易試験という

位置付けとなっています。スプリングハンマ試験

では試験品全体に衝撃を加えることができません。

そのため、規定の衝撃に耐えることができるか否

かという製品の能力を明らかにするためには衝撃

試験専用機による衝撃試験が必要となります。衝

撃試験は、衝撃専用の試験機の他に振動試験機で

も行うことができます。

　衝撃試験のパルス波形には、のこぎり波、正弦半

波（ハーフサイン波）、台形波があります。パルス

波形の選択は多くの要因に左右されるので、優先

順位をつけることは困難であり、当所では正弦半

波で行っています。パルス波形の主なパラメータ

としては、ピーク加速度と作用時間があります。

例えば、ピーク加速度３０Ｇ、作用時間１１ｍｓの正弦半

波パルスを現在当所にある振動試験機で作成する

と図１のようなパルス波形になります。

　当所では、これまでに企業からの依頼に応じて、

パチンコ台や制御装置、カードリーダなどに衝撃

試験を行い、製品の信頼性向上に向けた技術支援

を行ってきました。本試験に関するお問い合わせ

や、装置をご利用になりたい方はお気軽に担当者

まで連絡ください。

図１　パルス波形
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　機械システム研究室では、機械設備の状態を常

時監視し、故障や過負荷が予想される時にのみ、部

品交換や操業条件の変更などの対策ができる「状態

基準」予知保全システムを検討しています。

　当地域においては、自動車、工作機械、電気機械

などの製造業が集積しています。それらの各種部

品製造を行っている中小企業においては、製品の

高精度化や短納期に追われるとともに、更なるコ

スト削減要求により、厳しい環境で操業していま

す。そのため各種機械の性能を最大限発揮して使

用する必要があり、少ない人員になっている作業

者の負担増加が故障・不良品を発生する一因となっ

ています。

　また、設備保全である機械の性能維持を目的と

したオーバーホールや定期点検は、生産性の低下、

コスト、納期が問題となり定期点検の期間が長く

なり、充分な保全となっていないこともあります。

　設備保全方式は、図１に示すように、故障が発生

する前に行う「予防」と、故障が発生してから行う

「事後」に分けられます。「予防」には例えば、１００

時間と予め時間を決めて行う「時間基準」と設備の

状況を診断する「状態基準」があります。「事後」

には突発的な故障後に行う「緊急」と計画的に壊れ

るまで使って行う「通常（計画）」があります。

　設備の保全において省力化とコスト削減のため、

「時間基準」や「事後」よりも「状態基準（予知）」

によって、故障前に適切な処置を行う診断システ

ムの開発が急務となっています。加工機械は振動

や工具磨耗などにより、故障や性能低下を招きま

す。部品や工具の交換時期の適否が加工精度、納

期、コストなどに影響します。

　ところで、コア技術の基盤となる技術として、当

研究室では、下記の３つの技術について、これまで

も企業の技術相談、依頼試験、受託研究や当所の経

常研究などを行い、経験を積み重ねています。

①機械システム・構造の解析技術と機械部品・材料

の特性評価技術

　構造解析、機械部品・材料の特性評価、強度解析、

材料組織解析、疲労特性、軽金属の半溶融成形

②特殊機械加工技術

　熱間加工、超塑性、磁気研磨

③機械システムの解析・計測用ソフトウエア技術と

ネットワークの活用

　以上、３つの得意技術を活用して、保全のために

各種機械の機械診断を行います。診断を行う装置

として、当室で用いているいくつかの測定機器を

以下に紹介します。

①目視法　　ハイスピードビデオカメラ（白黒）、

　　　　　　簡易型ファイバースコープ

②振動法　　レーザドップラ振動計、加速度ピッ

　　　　　　クアップ＋チャージアンプ

③音響法　　パソコン＋高性能マイク＋応用アプ

　　　　　　リケーション

④ＡＥ法　　ＡＥセンサ＋ＡＥテスタ

⑤構造解析　有限要素法（ＡＮＳＹＳ）

　現在も企業の委託を受け、これらの方法を用い

て、予知を目指し、工具の磨耗などを判断するため

に発生音や振動などを検出し、診断するシステム

について、企業とともに研究を進めています。

　加工機械などの保全について、是非、ご相談下さい。

（機械システム研究室　野呂　重樹）
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機械診断における予知保全システム技術
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図１　設備保全方式



１　応募資格
　�　名古屋市内に事業所を有する中小企業また
はそれらのグループ

　�　名古屋市内に事業所を有する組合や団体の
会員中小企業

２　応募事例
　　新技術や新製品などの開発事例で、他団体の
表彰を受けていないもの。

３　応募方法
　　申込書に必要事項を記入の上、１１月３０日（水）
までに申込先へご応募ください。なお、申込書
は、当所ホームページからダウンロードしてく
ださい。

　（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/）
　�　審査・選定
　　　審査委員会で書面及びヒアリングによる審
査により、表彰事例を選定します。ただし、応

募者多数の場合は、審査委員会へ諮る事例を
絞り込むこともあります。

　�　表彰・発表
　　　選定された事例は平成１８年２月に開催する
「技術融合化シンポジウム」で表彰します。

　�　賞
　　　名古屋市長賞１点、名古屋市工業研究所長
賞２点、�名古屋市工業技術振興協会長賞３
点、奨励賞

４　主催者
　　名古屋市（担当：名古屋市工業研究所）
５　問い合わせ・申込先
　　�名古屋市工業技術振興協会　技術部
　　〒４５６－００５８ 名古屋市熱田区六番３－４－４１
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博士（工学）
　情報技術研究室　小川　清
　「端末間経路選択のための片方向遅延差測定方式」
　　　ネットワークにおける端末間経路選択に利用する片方向の遅延差について、両方向遅延測定から推測
　　する方式を検討した。　

‘科学と産業の体験フェア’へ出展　ちびっ子で大盛況！！！！
　本市主催の‘科学と産業の体験フェア’が去る９
月２３日（金）、２４日（土）守山区のなごやサイエン
スパークふれあいゾーンで開かれました。
　当所は、－来て、見て、触れて、エコロジー実験
箱－をテーマに、生産技術部の橋井、材料技術部の
飯田、資源環境部の秋田研究員が環境に関する研
究成果をパネルや実演を交えて紹介しました。両
日ともちびっ子たちの大人気となり、行列ができ
る盛況でした。
　なお、２３日同時開催された「なごや・サイエンス・
ひろば」では、産業技術総合研究所中部センターで
小野、宮田両研究員の共同研究成果も発表されま
した。
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